




はじめに

一人一人の子どもが、一個の人格として、その生存と発達を確保される

ことは、「児童の権利に関する条約」にもうたわれています。しかし、近

年、家族形態の変化や家庭の教育力の低下などを背景に、児童虐待が増加

し、早急な対応が求められています。

児童虐待は、子どもの心身の成長、人格の形成に重大な影響を与えるば

かりか、時には尊い生命さえ奪ってしまうという、あってはならない行為

です。自分を守り育ててくれるはずの保護者からの虐待は、子どもの心に

大きな衝撃を与え、自己の存在に価値を見い出せなくなることがあります。

岡山県教育委員会では、教職員・保育従事者一人一人が、児童虐待に関

する正しい知識と対処法を身に付けることが必要であることから、平成２３

年３月に「教職員・保育従事者のための児童虐待対応の手引き」を作成し

ました。また、平成２３年１０月には、児童虐待防止に向けて学校、教育

委員会が関係機関と一層の連携強化を図りながら、主体的・継続的に取り

組むべき事柄を示した「児童虐待防止に向けた取組」を取りまとめました。

本書では、教職員が児童虐待の防止に向けて、より一層的確な対応がで

きるよう「個別指導事例」を集めて掲載しました。また、学校において、

児童虐待の防止のための教育の充実が図られるよう、児童生徒の発達段階

に応じて身に付けさせたい力や関連する教科・領域等を示すとともに、「学

習指導案」も例示しています。

小学校・中学校・高等学校等で本書が大いに活用され、児童虐待防止に

向けた取組に役立てていただけることを期待しています。

最後に、作成に当たり、御尽力いただきました作成委員各位、並びに御

協力いただきました皆様に対し、心からお礼申し上げます。

平成２４年３月

岡山県教育庁人権教育課長

谷 名 隆 治
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１ 児童虐待の防止のための教育の必要性

人権教育は、人権に関する知的理解と人権感覚の涵養を基盤として、

自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度、実践

的な行動力など様々な資質や能力を育成し、発展させることを目指す総

合的な教育です。

児童虐待は人権侵害であり、児童虐待の防止等に関する法律では、学

校及び教職員に対して、児童虐待の早期発見に努めなければならないこ

とや、児童虐待の防止のための教育に努めなければならないこと等が規

定されています。

また、児童虐待は、虐待を受けた本人やその友人・兄弟姉妹といった

児童生徒からの相談によって発見されるケースもあることから、児童生

徒に対して、虐待を受けたときには、できるだけ早く周囲の人に相談し

て支援を求めることが大切であることを指導していく必要があります。

そのため、困難を抱えた児童生徒が相談をしたり、互いに支え合うこ

とができるよう、児童生徒同士、児童生徒と教職員との人間関係づくり

や、学校・学級の雰囲気づくり、また、児童生徒が安心して過ごせるよ

うな居場所づくりを行っていくことが大切です。

さらに、長期的な視点から児童虐待防止を考えたとき、児童生徒が将

来親になったときに、自ら虐待をしない力を育成することも重要です。

２ 児童虐待を防止するために身に付けさせたい資質・能力

本書では、児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を、①「人権と児

童虐待について知る」、②「生命を尊重し、自己も他者も大切な存在だ

と気付く」、③「正しいと判断したことを行おうとする」、④「信頼に

基づいた人間関係を築く力を身に付ける」、⑤「家族の大切さを知り、

幼児について理解する」の五つに整理し、児童生徒の発達段階に応じて、

児童虐待防止のための教育において身に付けさせたい力を６、７ページ

の表に例示しています。

児童生徒が、「不当な扱いに気付き、訴える力」や「家庭・地域・社

会の一員として、子どもの人権を尊重し、子どもを大切に育てる力」を

身に付けることができるよう、学校の教育活動全体を通して取り組むこ

とが大切です。

児童虐待の防止のための教育について
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１ 個別指導事例について

児童虐待への対応の際の参考となるよう、子どもに障害があり虐待の

実態が把握しにくいケース、保護者の養育能力が低く周囲から孤立して

おり支援が入りにくいケース、ＤＶが関係するケースなど、学校におい

て対応が難しいと考えられる個別の指導事例９事例を掲載しています。

これらの事例は、対応が十分で児童虐待が解決されたという事例ばかり

ではありません。学校においては、こうした指導事例等も活用して、校

内研修を実施し、児童虐待への教職員の対応能力を高めることが大切で

す。また、学校からの問い合わせが多かったこと等を中心に、事例に関

連したＱ＆Ａも掲載しています。

２ 学習指導案について

児童虐待の防止のための教育を授業の中で取り組むことができるよう

１０の学習指導案（小学校指導案が４、中学校指導案が３、高等学校指

導案が３）を例示しています。

指導に当たっては、６、７ページの表を参考に、学校の実態等に応じ

て創意工夫を加え、計画的、総合的に取り組むことが必要です。また、

人間関係を築く力など、この表に示した資質・能力を培うには、様々な

人々との交流活動など、体験的な活動を積極的に取り入れることが効果

的です。

なお、体験的な活動についても、単発的なものに終わらせることなく、

事前・事後指導を工夫するなどにより、その成果を効果的に生かしてい

くことが肝要です。

３ 指導に当たっての留意点

指導に当たっては、本書とともに、「教職員・保育従事者のための児

童虐待対応の手引き」「児童虐待防止に向けた取組」等も参考にしてく

ださい。

また、授業実践を行う場合は、児童生徒の実態や児童生徒を取り巻く

家庭環境等を十分把握し、配慮することが必要です。

本書の活用に当たって
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１ 個別指導事例

家族関係図について

家族の関係を記号を用いて、図式

化したもので、複雑な関係を理解し

やすいように表現したものです。

◎……………………本人

□……………………男性

○……………………女性

……関係性・親族関係

……………離婚

円で囲まれている…同居





２ 学習指導案





１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：②ーｂ）

２ 題材設定の理由
（１）題材について

この題材では、学級活動の中で、友達のよいところを見つける活動を通して、自
分や友達によいところがたくさんあることに改めて気付かせたい。指導前・指導後
には、保護者から児童のよいところを手紙に書いてもらったり、帰りの会で友達の
がんばっているところや優しいところを発表する活動に取り組んだりする。

（２）児童の実態について
小学校１年生は素直に友達のよいところを知らせたり、自分のよいところを聞い

たりして喜ぶことができる。また、保護者からの励ましの言葉が児童にとって大き
な意欲につながる発達段階である。

３ ねらい
友達からよいところを認めてもらえることにより、「自分っていいとこあるんだ

な」「自分ってすごいぞ」ということに気付き、自己を肯定的に捉えることができ
るようにする。また、友達にも自分と同じようによいところがあり、自分も友達も
大切にしていこうとする態度を育てる。

４ 展開
学 習 活 動 教 師 の 支 援 評 価

１ これまでの帰りの会 ○ 帰りの会で発表してきた掲示
の取組を振り返り、本 物を見る活動を取り入れ、自
時のめあてを知る。 分たちにはよいところがたく

さんあるということに気付か
せるとともに、本時の「よい
ところみつけ」に意欲を持た
せる。

２ グループの友達のよ ○ どんなことを書けばよいかを ・友達のよいところを見
いところを手紙に書 明確にするために、教師が例 つけて書いたり伝えた
く。 を示したり、何人かの児童に りすることができる。

発表させたりする。 ＜思考・判断・実践＞
（手紙、様子）

○ どの児童も必ず手紙がもらえ
るようにするために、グルー
プになり、初めに隣の児童の

じぶんや ともだちの よいところを おしえてあげよう。

○ 人権感覚の基盤となる自己肯定感を高めることで、児童が不当な扱いを受けた

ときに、それがおかしいことだと気付くことができるようにする。

○ 互いに認め合う活動を通して、児童が困ったときなどに互いに相談したり、支
え合うことができる人間関係づくりや、温かい学級の居場所づくりを行う。

○ 子どものよいところを認める保護者の活動を取り入れ、子どもと保護者の良好
な関係づくりを支援する。
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＜資料３＞ ワークシート

「みんな いいとこ いっぱいあるね」

なまえ（ ）

きょうの べんきょうをして おもったことを かこう。

ともだちから もらった てがみをはろう。

ともだちから もらった てがみをはろう。

ともだちから もらった てがみをはろう。
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＜資料４＞保護者への手紙例

平成 年 月 日
第１学年保護者各位

第１学年 担任○○○○

学級活動「みんな いいとこ いっぱいあるね」の学習に向けてのお願い

学級活動「みんな いいとこ いっぱいあるね」の学習で、自分や友達のよいところを

見つける活動をします。この学習は、友達のよいところを見つけ、自分のよいところを

友達や保護者の方から伝えてもらう活動を通して、自分や友達のよさに気付き、自分自

身を肯定的に捉えることができるようにすることをねらいとしています。

そこで、保護者の皆様には、お子さんのよいところをできるだけ多く書いていただき

たいと考えています。次の用紙を切り取って、お子さんに読めるようにひらがなで御記

入ください。一緒にお渡している封筒に入れて 月 日（ ）までに提出してください。

御協力よろしくお願いします。

記

切 り 取 り 線

「みんな いいとこ いっぱいあるね」

おうちの方の名前（ ）

（ ）へ

☆よいところは、こんなところ！

☆お子さんに メッセージを！
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１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：③－a、④－a）

２ 資料名 ピンクいろの 花（出典：文溪堂「２年生のどうとく」）

３ 主題設定の理由
（１）主題について 内容項目 １－（３）

社会生活の中で、人は様々な場面や状況に遭遇する。その際に、状況に応じてよ
いと判断したことは、勇気を持って人に伝えたり、その判断に従って行動したりす
ることが求められる。しかし、実行が伴わなかったり、他人任せになったりするこ
ともある。それは、周りの状況に流されてしまったり、誰かに依存してしまったり
する気持ちが一因である。
そこで、よいと判断したことを進んで行うことができるように指導していくこと

が大切である。

（２）児童の実態について
この期の児童は、よいことと悪いことの区別はできているが、大人の顔色を見て

判断したり、周りの友達につられて深く考えずに行動してしまったりすることも多
いと考える。また、周りの状況に左右されて、自分が嫌だと思っていることを伝え
られないでいる児童や、よいと思っても自分から進んで行動することができない児
童もいる。

（３）資料について
本資料は、三つの場面で構成されている。
ピンク色の花の絵をからかわれる猫のにゃんた。その絵をすてきだとほめてく

れる犬のわんじろうの登場。わんじろうの言葉に勇気を得て、自分の思いを言え
るにゃんた。それぞれの場面でのにゃんたの気持ちを考えさせることで、友達に
からかわれて嫌な思いをしているにゃんたが、他の友達の言葉に勇気付けられ、
自分がよいと思ったことを言えた満足感を感じ取らせたい。

４ ねらい
よいと思うことは、勇気を持って言うことが大切であることに気付かせるととも

に、自分がよいと思うことを進んで行おうとする心情を育てる。

５ 展開
学 習 活 動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点

１ ピンク色の花が好き ○ ピンク色の花が好きな男の ・ピンク色の花が好きな

な男の子についてどう 子のことをどう思いますか。 男の子について自由

思うか考える。 ・かわいいな。 に話させ、資料への

○ 虐待等の人権侵害を受けているとき、嫌だと言えずに我慢していて状況が一層

深刻になることがある。児童虐待が不当な行いだと気付いて、「嫌なことは嫌」

とはっきり言えるようになったり、自分だけで問題が解決できないと思ったとき

は、困っているという自分の思いを誰かに伝えたりすることができるようにする。
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た。 とに気付かせる。

・よいと思ったことは、勇

気を持って言った方がい

いな。

・勇気を出すと気持ちよく

なるんだな。

３ これまでの自分を振 ○ 自分がよいと思ったことが ・縦割り班活動やクラ

り返る。 言えたことや、言えなかっ ス遊びの写真を手が

たことがありますか。 かりに自分のことが

振り返りやすいよう

にする。

４ 教師の話を聞く。 ○ よいと思っても言えないこ ・ねらいとする価値に

とがあるので、自分の周りで つながるような説話

起こっている不当なことは、 をする。

本人に言うことができなくて

も、勇気を出して誰かに話し

たらよいことを伝える。

６ 留意事項
（１）事前指導の留意点

朝読書や帰りの会で、勇気について書かれた書籍の読み聞かせをするとより効

果的である。縦割り班活動の様子やクラス遊びの様子が分かる写真や感想を掲示

しておくと、本時の振り返りに活用することができる。

（２）事後指導の留意点

帰りの会などで、よいと思って進んで行動できたことを発表し、互いに認め合

うことができるようにする。よいと思って進んで行動ができていることをその都

度児童に紹介し、称揚することで、よいと思うことを進んで行うすばらしさを児

童に広げていく。
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２ 資料を読み、話し合 ○ 妹が生まれたときの気持ち ・新しい家族が増えた時
う。 を考えよう。 の喜びに共感させ、家

(1) 妹が生まれたとき ・うれしいな。 族間の感情を捉えるこ
・たくさん面倒をみてやろう。 とができるようにする。

(2) 母親に「お兄ちゃん ○ お兄ちゃんだからと言われ ・多様な意見が出るよう、
だから」と言われたと たときの気持ちを考えよう。 グループで話し合うな
き ・妹のことばかりだ。 ど、自由に話し合いが

・お母さんは、ぼくより妹の できる工夫をする。
方が大事なのかな。
・ぼくは愛されていないのか
な。

・分かっているのに。
・そこまで言わなくても。
・いいと思ってやったのに。
・お兄ちゃんなんてもういや
だ。

(3) 病院の先生の話を聞 ○ 病院の先生の話を聞いたと ・板書を使って(2)と(3)
いたとき き、ぼくはどんなことを感じ を比べることで、気持

たでしょう。 ちが変化していること
・妹に悪いことしたなあ。 に気付くことができる
・もっとしっかり見ておけば ようにする。
良かった。そうしたらこん
なことにならなかったのに。

・自分に責任があった。
・自分の命も家族がこうやっ
て守ってくれていたんだ。

・僕も妹の命をしっかり守っ
ていきたい。

・家族が自分の命を大切に思
ってくれていたんだ。

３ 振り返りをする。 ○ 自分の命が家族の愛情によ ・家族の愛情について考
って大切に守られていると感 えることで自分の命を
じたことはないですか。 大切に思えるようにす

る。

４ 教師の話を聞く。 ・ねらいとする価値につ
ながるような説話をす
る。

６ 留意事項
（１）児童虐待を受けたと思われる児童がいる場合について

児童虐待を受けたと思われる児童がいる場合は、親子関係や親の愛情に神経質
になっている児童もいるので、授業の実施も含めて慎重に取り扱う。

（２）事前指導の留意点
総合的な学習の時間等と関連を図りながら本指導案を活用する場合、児童の家

庭の事情に配慮して、学習を進める。

（３）事後指導の留意点
保護者から、子どもが生まれたときの家族の喜びや、成長してきた喜びを手紙

に書いてもらい読んだり、紹介したりして学習を振り返り、今後の自分の生き方
をしっかり見つめていく気持ちが持続するように支援する。
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１ 児童虐待防止指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：①－a）

２ 単元名 わたしたちのくらしと政治～わたしたちのくらしと憲法～

３ 単元の目標
・日本国憲法と我が国の政治や国民生活とのかかわりについて関心をもち、意欲的
に調べることを通して、日本国憲法に基づく我が国の政治の働きを考えようとし
ている。 （社会的事象への関心・意欲・態度）

・日本国憲法の基本的な考え方について調べ、我が国の民主政治は日本国憲法の基
本的な考え方に基づいていることを考え、調べたことを適切に表現することがで
きる。 （社会的な思考・判断・表現）

・日本国憲法の基本的な考え方を中心に調べたり、各種の資料を効果的に活用した
りすることができる。 （観察・資料活用の技能）

・我が国の民主政治は、日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解す
ることができる。 （社会事象についての知識・理解）

４ 指導計画（７時間）
第１時 日本国憲法がめざすもの
第２時 国民主権
第３時 基本的人権
第４時 広がる基本的人権
第５時 身近な生活と児童の権利に関する条約・・・・・・・・・・（本時）
第６時 平和主義
第７時 これからの日本や社会のあり方
（注）児童の権利に関する条約（１９８９年国連総会で採決、日本は１９９４年に批准）

５ 指導上の立場
（１）単元について

本単元では、日本国憲法の基本的な考え方を調べることにより、それが国のきま
りや政治の働きの柱になっていることを捉えることができるようにする。特に、「国
民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」について、人々の生活や社会事象をも
とに自分で調べたり、各種の資料を活用したりして追究し、これからの日本や社会
のあり方について考え、話し合うことができるようにする。
「子どもの権利条約」で保障された子どもの権利について学習することにより、

不当な扱いを受けない権利を持っていることを理解させたい。

（２）児童の実態について
児童は、前単元で、政治は、国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをし

ていることを学習している。国のきまりや政治の仕組みを定めたものが日本国憲法
であることを知り、日本国憲法についての興味・関心が高まってきている。児童に
とって身近な事象を取り上げて、日本国憲法の基本的な考え方を調べることにより、
日本国憲法が、われわれの生活と結び付きの強いものであることを理解することが
できると考える。

６ 本時のねらい
身近な出来事と「子どもの権利条約」とを結び付けて考え、子どもにとって保障

されなければならない権利について知ることができる。

○ 基本的人権について知り、「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」を

学ぶことで、不当な扱いを受けない権利を持っていることを理解することができ

るようにする。
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７ 展開
学 習 活 動 教 師 の 支 援 評 価

１ 本時の課題を知る。 ○ 前時に学習した様々な基本
的人権について振り返り、本
時は子どもの権利について学
習することを知らせる。

身近な出来事から、子どもの権利について知ろう。

２ 自分の生活の中から ○ ２色の付せん紙を配り、自
「してほしいこと」と 分の生活と結び付けて、学校
「してほしくないこと」 や家で「してほしいこと」と
を付せん紙に書く。 「してほしくないこと」を書

くように指示する。

＜してほしいこと＞
・話を聞いてほしい。
・優しくしてほしい。
・自由に遊ばせてほしい。
・一緒に遊んでほしい。
・おいしいご飯が食べたい。

＜してほしくないこと＞
・いじわるや悪口。
・たたいたりけったりするこ
と。

・うるさく言うこと。
・宿題が出されること。
・えこひいきすること。

３ グループになり、自 ○ グループごとに資料１（「よ
分の考えを発表しなが く似た仲間に分けよう」）を
ら、四つの権利に分け 配り、付せん紙を四つの権利
る。 に仲間分けして貼るように指

示する。

○ グループごとで四つの権利
に分けるとき、どの考えも否
定せず、認め合うことを約束
し、発表しやすい雰囲気をつ
くるようにする。

○ 四つの権利に分けられない
付せん紙は、枠の外側に貼っ
ておくように指示する。

４ 発表する。 ○ 各グループが発表した内容
を四つの権利に分けて板書す
る。

５ 子どもの権利条約と ○ 資料２を配付し、「子ども ・子どもにとって保
照らし合わせる。 の権利条約」にどのような条 障されなければな

文があるか説明し、グループ らない権利につい
で出された意見がどの条文と て理解することが
結び付いているか確認できる できたか。
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生命の尊重       中学校 第１学年 道徳                                                    

１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：②－a）          
２ 資料名  「自分の番 いのちのバトン」 

（出典：文化出版局「しあわせはいつも」相田みつを）  
３ 主題設定の理由 
（１）主題について 内容項目 ３－（１） 
    本授業は、「生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する」ことを

ねらいとしたものである。 
    誰もが両親の愛によって生まれ、その命は何代も遡って受け継がれてきたかけがえ

のないものである。また、その命は一度失われれば二度とよみがえることはなく、一
人でも欠ければ、その先につながっていくことはない。本学習を通じて、生命の大切
さについて改めて考えさせ、自他の生命を尊重し、懸命に生きようとする心情を育て
たい。  

（２）生徒の実態について 
    中学生という時期は思春期という精神的に不安定な時期である。自我の目覚めから

保護者に対して反抗的な態度をとることも多い。また、友達同士でも、自分の思いを
うまく表現できず、乱暴な言葉で相手を傷付け自分の主張を押し通そうとするような、
思いやりに欠ける場面をよく目にする。しかしその一方で、自分自身に自信が持てず、
自尊感情の低い生徒が少なくないことも課題である。 

 
（３）資料について 
    「いのちの詩人」と称される相田みつをは、67歳で亡くなるまでに、いのちをテー

マにしたたくさんの作品を残したが、本資料の「自分の番 いのちのバトン」は、そ
の集大成とも言われる作品である。 

自分の命は先祖から祖父母、父母へと過去無量のバトンが引き継がれ、その上で自
分が受け継いだかけがえのないものである。自分の番を精一杯生きることの大切さを
訴えかけるこの詩の学習を通して、自分自身を大切にし、懸命に生きて「いのちのバ
トン」をつないでいこうとする気持ちを高めるとともに、他人の生命も同様にかけが
えのないものであり尊重していかなければならないことに気付かせたい。 

 
４ ねらい 

自他の生命が、過去から受け継がれてきたかけがえのない尊いものであることに気付 
かせ、自他の生命を大切にする心情を育てるとともに、よりよく生きていこうとする気 
持ちを高めさせる。  
 
 
 
 

○ かけがえのない生命について理解を深めることで、自分自身を大切にするととも
に、他の人もかけがえのない存在として尊重していこうとする態度を育てる。 

○ 自他の生命を尊重する心情を育てることで、自分の生命や安全が脅かされるよう
な状況に置かれたとき、誰かに相談してみるなど、自分自身を守るための行動ができ
るようにする。また、他の人の困難な状況に気付いたとき、その人に対して、誰かに
相談することを勧めたり、自分が代わりに誰かに相談したりできるようにする。 
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１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：②－ｂ、④－ａ）

２ 題材設定の理由
（１）題材について

エクササイズ「私の四面鏡」では、学級を小集団に分け、「私から見たＡさん
は○○な人」の「○○な人」に当てはまる言葉を、「うれしい言葉カード」を用
いて互いに見せ合い、それぞれの思いを交流し合う活動を通して、自分自身を肯
定的に見ることができるようにすることをねらいとする。
構成的グループエンカウンター(ＳＧＥ)は、「話し合い活動」が安心して行わ

れるために必要な、互いの個性を尊重し合う開かれた人間関係の構築に有効であ
る。また、ＳＧＥは、エクササイズやシェアリングを通して生徒同士の心の触れ
合いを促進し、他者との連帯感や他者への思いやりを育むとともに、生徒の自尊
感情を高める効果が期待できる。

（２）生徒の実態について
思春期を迎え、将来への不安や自立への期待などに心が揺れ動くこの時期の生

徒は、自我の確立の過程で、他者と自分を比較し、ともすれば自己を過小評価し、
自分のよさを認めたり、自分自身を肯定的に捉えたりすることができにくい傾向
にある。また、特定の仲間集団に安息を見出し、様々な人と意思疎通を図ること
に意識が向かわない時期でもある。このエクササイズを通して、肯定的な他者の
考えに接することで、生徒の自尊感情を高めるとともに、他者理解を深め、学級
の人間関係をより良くして、生徒の居場所づくりにも努めたい。

３ ねらい
友人のよさを見つける活動を通して、自己及び他者の個性に気付くことの大切さ

を理解させるとともに、学級の一員として自他の個性を尊重して行動しようとする
態度を育てる。

４ 展開
学 習 活 動 教 師 の 支 援 評 価 等

１ 学習のねらいの説明を ○ 学習のねらいを理解させ、学
聞く。 習に見通しを持たせるために、

学習のねらいと学習の展開につ
いて掲示物を用いて明示する。

＜学習のねらい＞
・全員が満ち足りた気持ちにな
ること

・自己理解や他者理解を深める
こと

・自分の気持ちを正確に伝える
こと

○ 自己理解を深めることにより自尊感情を高め、自己という存在をかけがえのな

いものとして捉えることで、虐待やその他の不当な扱いを受ける存在ではないこ

とを理解させる。

○ 他者理解を深めるとともに、自分の思いや考えを適切に表現する力を身に付け

ることで、自分の抱える悩みや心配事を相談できる人間関係の構築を目指す。
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２ グループづくりを兼ね ○ 学級の実態に合わせて、生徒
て、アイスブレーキング の学習意欲を高め、グループ分
を行う。 けを行うための活動を工夫する。

（例）「バースデーチェーン（注）」

○ 男女比などに留意し、バラン
スの取れたグループづくりを行
う。
※各グループの人数は７～８名
を目安とする。

（自分自身が気付きにくい肯定的
な評価も得られるように、グル
ープの人数は多めに設定する。）

３ エクササイズ「私の四
面鏡」を行う。

(1) エクササイズの進め方 ○ 評価する際の「当てはまる言
（Ｐ６２参照）について 葉がない」や、特定の評価に対
説明を聞き、互いが気持 する「えー！」「うそー！」な
ちよく活動できるための どの否定的な発言等を例示し、
ルールについて考える。 適切な言葉かけや態度について

考えさせる。

＜守らせたいルール＞
・人を嫌な気持ちにさせない。
・冗談を言ったり、茶化したり
しない。

・周りと相談しない。

(2) 指導者を評価の対象に ○ リハーサルの中で、ルールに
してリハーサルを行う。 違反するような言動が見られた

場合は、改めてルールの遵守に
ついて注意を喚起する。

(3) グループごとにエクサ ○ 肯定的な評価に関する当該生
サイズを行う。 徒のエピソードを紹介するなど

して、受容的な雰囲気づくりに
努める。

(4) グループ内で感想等を ○ 活動を終えた今の気持ちをあ
発表し、互いの気持ちを りのままに互いに伝え合うよう
共有する。 助言する。

４ 振り返りをする。
(1) 活動を通して気付いた ○ 自分の考えを整理して発表す ・互いの個性を認め合
ことや考えたことをワー ることができるようワークシー うことの大切さに気
クシートに記入して発表 トを活用する。 付き、学級が誰にと
する。 っても居心地の良い

場となるよう進んで
実践しようとする。

＜思考・判断・実践＞
（ワークシートの記述）
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(2) 指導者の話を聞く。 ○ 活動を通しての生徒の新たな
気付きや、今後の決意等につい
て確認し、生徒の行動変容につ
なげる。

（注）「バースデーチェーン」（所要時間５分～１０分）
①会話をしないという条件で、誕生日の月日順に一列に並ぶ。（意思の伝達は、
身振り・手振りなど言葉以外の方法で行う。）
②並び終えたら、順番に誕生日を発表する。
③感想を出し合う。

５ 留意事項
（１）児童虐待を受けたと思われる生徒がいる場合について

他者からの評価を肯定的に受け止められているかどうか把握し、他者からの評
価を否定的に捉えている場合は、当該生徒の肯定的な評価に関するエピソードを
紹介するなどして、肯定的に受け止めることができるよう支援する。

（２）事前指導の留意点
日頃から、朝の会や帰りの会の時間等や学級通信など、様々な機会を捉えて、

生徒のよいところを紹介するなど、互いによいところを見ていこうとする雰囲気
づくりに努める。また、ＳＧＥの実施、学校行事への取組、帰りの会等における
ショートレクリエーションの実施などを通して、計画的に生徒同士、生徒と教師
の人間関係づくりに取り組む。

＜ショートレクリエーションの例＞
「発信源は誰だ」「連想ゲーム」「しりとり」など

（参考）「発信源は誰だ」のルールと進め方
(1)１チーム10名程度で、チーム対抗で行う。
(2)相手チームに分からないように“発信源”になる人を決める。
(3)相手チームのキャプテンを中心にして、そのまわりをもう一方のチ
ームが囲む。

(4)“発信源”になった人は、相手チームのキャプテンに気付かれない
ようにいろいろな身振りをし、他の人はその動作をまねる。

(5)相手チームのキャプテンは、誰が“発信源”か分かったら、「はい」
と手を上げて、司会者の合図で「発信源！」と“発信源”の人を指
差す。外れた場合は、何回も繰り返す。

(6)“発信源”の人を、少ない人数で当てたキャプテンのチームが勝ち
となる。

（３）事後指導の留意点
学級通信等で活動の様子や、個々の生徒の肯定的な評価に関する記事や感想等

を保護者に紹介することで、学校と保護者、保護者と子どもとの信頼関係づくり
に努める。
ＳＧＥやショートレクリエーション等の取組を継続させながら、注意深く生徒

の様子を見守り、配慮が必要な生徒については、必要に応じて教育相談等を実施
し、人間関係構築の支援をするとともに、「自分は決して一人ではない」ことを
理解させる。
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エクササイズ「私の四面鏡」の進め方

１ ワークシートの「自分」の欄に、自己像として当てはまるものを三つ選んで丸
を付ける。

２ グループのメンバーに対して、そのメンバーの評価として最も当てはまると考
えられる言葉を「うれしい言葉カード」の中から一つ選び、指導者の合図で、一
斉に提示する。

「うれしい言葉カード」

カードを提示したところ カードは２０枚で１つづり

３ 「うれしい言葉カード」を提示された人は、ワークシートの「メンバー」の欄
に、評価した人の名前や人数等をメモする。

４ 「うれしい言葉カード」で提示された様々な評価について、互いに意見交流を
行う。
①「うれしい言葉カード」を提示された人は、「評価を受けてどのような気持ち
になったか」を他のメンバーに伝えたり、「なぜそのような評価になるのか」
を、カードを提示した人に問いかけたりする。

②カードを提示した人は、できるだけ具体的な事例を挙げて、評価した理由を説
明する。

５ グループのメンバー全員の評価が終わるまで、２～４を繰り返す。

※生徒が意欲的に活動できるよう、指導者を評価の対象にしてリハーサルを行う。
①指導者に対する評価として最も当てはまると考えられる言葉を、「うれしい言
葉カード」の中から一つ選ばせ、指導者の合図で一斉に提示させる。

②指導者は、評価を受けた感想を述べたり、なぜそのような評価になるのか質問
をしたりして、生徒と意見交流を行う。

③リハーサルの中で、ルールに違反するような言動が見られた場合は、改めてル
ールの遵守について注意を喚起する。
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６ 園庭に集合し、教師

のまとめの話を聞く。 

 

 

７ 学校に帰り、実習の

まとめをする。 

 

○ 生徒の活躍の様子など、皆で共

有したいエピソードなども紹介す

る。 

 

○ ワークシートを活用して、本時

の活動のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
７ 留意事項 
（１）児童虐待を受けたと思われる生徒がいる場合について 

生徒の自尊感情を高めることができるよう、訪問先で幼児と関わる機会が多く持
てるよう支援するとともに、生徒の活動をしっかり認め、称揚する。 

（２）事前指導の留意点 
幼児との適切な関わり方や、幼児がけがをしたときなど緊急時の対応等について、

事前に保育士から話を聞く機会を設けるなどして、安全に配慮した触れ合い活動が
できるようにする。 

幼児期の振り返りの学習について、幼児期によい思い出のない生徒がいる場合は、
教師の幼児期の紹介に振り替えるなどの配慮をする。 

（３）事後指導の留意点 
    学習した内容を壁新聞にまとめて教室等に掲示する、発表会を開催するなど、活

動のまとめを工夫し、幼児理解を深めるとともに、生徒の活動を継続して評価する
ことができるようにする。 
生徒の頑張りを細かく観察し、学級通信等で保護者に伝えることで、学校と保護

者、保護者と生徒との関係づくりを進める。 
家庭や家族の基本的な機能と、家庭生活と地域の関わりについて学習することを

通して、家庭生活は地域とのつながりの中で成り立っており、家庭だけでなく地域
の人々相互の関わりによって、生活をよりよくすることができることにも気付かせ
る。 

（４）その他 
    配慮すべき幼児又は生徒がいる場合は、事前に訪問先の保育所と連絡を取り合い、

対応について共通理解しておく。 
 
 
                

おもちゃの作品例 
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資料
＜幼児との触れ合い活動に関する事前アンケート＞

幼児との触れ合いに関するアンケート

（ ） 年（ ） 組 性別（ ）

Ｑ１ 保育所訪問は楽しみですか。

ア はい イ いいえ ウ どちらともいえない

その理由

Ｑ２ あなたの周囲に幼児（小学校に入るまでの子ども）はいますか。

ア はい イ いいえ

※「ア はい」と答えた人に聞きます。それは誰ですか。

ア 弟妹 イ 親戚の子ども ウ 近所の子ども
エ その他（ ）

Ｑ３ 幼児は好きですか。

ア はい イ いいえ ウ どちらともいえない

その理由

Ｑ４ 中学生になって幼児と一緒に遊んだことがありますか。

ア はい イ いいえ

Ｑ５ 幼児が普段どのような遊びをしているか知っていますか。

ア はい イ いいえ ウ どちらともいえない

※「ア はい」と答えた人に聞きます。具体的にどのような遊びですか。

Ｑ６ 幼児と接する際、どのようなことに気を付けるとよいと思いますか。
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＜触れ合い活動のまとめ＞

（ ）保育園（ ）組（ 歳児）を訪問して

訪問日 月 日 曜日 組 番 名前

お世話になった保育士さん

１ 触れ合い活動の流れを書きましょう。

２ 触れ合い活動を通して、気付いたことを書きましょう。

３ 幼児と接するときに工夫したことを書きましょう。

４ 触れ合い活動の自己評価をしましょう。

① 安全に過ごすことができた。 （ ４・３・２・１ ）
② 幼児と楽しく触れ合うことができた。 （ ４・３・２・１ ）
③ 幼児の思いややり方を大事にすることができた。 （ ４・３・２・１ ）
④ 幼児を上手に認めることができた。 （ ４・３・２・１ ）

５ 触れ合い活動の感想を書きましょう。
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５ ねらい 
（１）子育てを困難にさせ、児童虐待を引き起こしかねない要因について考えること

を通して、子育て期の特徴と課題を理解させる。 
（２）子どもを健やかに生み育てるための環境や条件について考えさせる。  
６ 展開    学 習 活 動      教 師 の 支 援    評  価 

１ 子どもと暮らす人生
ついて考え、話し合う。 

 
 

○ 子どもを育ててみたいかどうか考
えさせる。 

○ 子どもと暮らす人生はどのような
人生か、グループで話し合わせる。

 

 
 
 
 
 

２ 資料を読み、子育て
期の特徴と課題につい
て考える。  

(1) 資料１を読み、子育
てを困難にさせ、児童
虐待の要因となりうる
ライフコースの問題点
について考え、話し合
う。 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
○ 資料１を配付し、子育てを困難に

させ、児童虐待の要因となりうるラ
イフコースの問題点について、グル
ープで話し合わせる。次のような点
に着目させる。 
・若年妊娠 
・望まない妊娠 
・経済的困難・不安 
・精神的な未熟さ 
・養育能力の低さ（育児への関心の
低さ・知識不足等） 

・配偶者の育児への非協力的な態度
・育児不安 
・周囲からの孤立 等  

・子育てを困難に
させ、児童虐待
を引き起こしか
ねない要因につ
いて考えること
を通して、子育
て期の特徴と課
題を理解する。
〈思考・判断・表現〉

（ワークシート）

(2) 資料２を読み、児童
虐待による死亡事例が
起こった背景について
知る。 

  
 
 
 
  

○ 資料２「児童虐待について」を活
用して、児童虐待による死亡事例が
起こった背景についてワークシート
に記入させる。 
〔１ 養育者の心理的・精神的問題〕

・育児不安 
・衝動性・攻撃性・怒りのコント
ロール不全 

・養育能力の低さ 等 
〔２ 周産期の問題〕 

・望まない妊娠・計画していない
妊娠 

・若年妊娠 等 
〔３ 加害の動機〕 

・しつけのつもり 
・子どもの存在の拒否・否定 
・泣きやまないことにいらだった

ため 等 
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４ 「児童虐待について」（資料２）から、児童虐待による死亡事例が起こった背景につ

いて気が付いたことを書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 子どもを健やかに生み育てるために必要な環境や条件を書きなさい。 

 

６ あなた自身のライフコースを考えるときに気を付けたいと思うことを書きなさい。 
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資料１ 

■ケースＡ 

高校 3 年の秋からつきあいはじめた彼女に子どもができた。彼女は高校２年だったけど中退し

て子どもを産んで、一緒に暮らすと言ってくれた。俺は彼女を守るために大学進学をあきらめて、

なんとか就職した。就職して右も左も分からず頑張っていた 8 月に子どもが生まれた。最初はか

わいいなと思ったけど、最近は夜泣きがひどくって、俺も寝られない。この前の夜、彼女に「早

く黙らせろよ」と怒鳴ってしまった。彼女もどうしていいか分からなくて泣くばかりだった。手

取りで 13 万足らずの給料じゃ、家賃払って生活費もぎりぎりしか残らない。こんな生活がいつ

まで続くのかと思うと毎日が不安だ。でも、親の反対を押し切って始めた生活だから簡単には頼

りたくない。それから、この頃彼女は俺に対して態度がでかい。この前も俺の仕事着を用意して

くれていなかったので文句を言ったら、「たまには自分でしてよ！」と言ってきて本当にムカつい

た。誰のために働いてやってんだよって思う。昨日、彼女が買い物に出かけて留守番をしていた

んだけど、子どもが急に目を覚ましてぎゃあぎゃあ泣き出した。おもちゃの電車で遊んで泣きや

まそうとしたけど余計大きな声で泣かれていらっときた。遅く帰ってくるから父親って分かんな

いのかな、俺には全然なつかないし、泣くばっかりでわけが分かんないよ。 

 

■ケースＢ 

 働き始めて 2 年で会社の三つ上の同僚と結婚して退職した。私は子どもが苦手なので、できれ

ば二人だけの生活を楽しみたいと思っていたけど、すぐに妊娠してしまった。喜ぶ夫に気持ちを

伝えられないまま出産した。生まれてすぐの頃、3 時間おきのミルクは本当に大変だった。夜中

でも泣いてミルクを欲しがるので、起きてミルクをあげて、なんとか寝かしつける。夜中に一人

で起きて何度もこれを繰り返した。夫は睡眠不足になると不機嫌になるので起こさないようすご

く気を使った。仕事が忙しくなり、夫の帰りは深夜なることも増えた。帰ってきても疲れ切って

いて子どもの顔も見てくれなかったな。友達は時々ランチやショッピングに誘ってくれるけど、

不況で夫の給料も減り、家計も厳しいから我慢している。実家も遠くて交通費が結構かかるから

帰省も年に２回だけ。ふと考えてみたら、一日中誰とも話すことのない日が多い。２歳になった

頃から娘が全然言うことをきかなくなった。いやいやと反抗ばかりしている。このまま大きくな

ったら嫌な子になりそうですごく怖い。私の育て方が悪いのかもしれない。何回同じことを言っ

ても聞いてくれないから、この前、とうとう顔をたたいてしまった。自分でもすごくショックを

受けて、夫に話を聞いてもらおうとしたけど面倒そうな顔をして相手にしてくれなかった。この

ままだとストレスがたまって子どもにもっとひどい暴力を振るうかもしれない。本当にどうした

らいいのだろう。 
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１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：②－ｂ、④－ａ、ｄ）

２ 題材設定の理由
怒りを他者にぶつけて傷付けてしまったり、自分で抑え込んだりしていては、人

間関係を築き維持していくことは難しい。望ましい人間関係を築いていくために、
自分の怒りの感情に向き合い自己理解を深めさせる。また、怒りの感情のコントロ
ールの方法について考えさせるとともに、互いの思いや体験を話し合うグループ活
動を通して「より適切な対処方法」についても考えさせたい。

３ ねらい
（１）自分の怒りの感情に向き合い、自己理解を深めさせる。
（２）自分なりの怒りの感情のコントロールの方法を考えるとともに、話し合いを通し

て「より適切な対処方法」についても考えさせる。

４ 指導上の留意点
（１）活動の進行の指示や教師の支援・指導は「教師のことばと支援」に沿って行い、

生徒が活動に参加しやすい環境をつくる。
（２）生徒の発言を途中で遮ったり発言内容に即座に評価を下したりせず、様々な発言

を促す。例えば、「学習活動・内容」の６において、あまり好ましくないと思われ
る生徒の反応（壁をなぐる・物を壊す等）があった場合でも、差別的なものや命に
関わるもの以外の反応はそのまま受け止め、最後のまとめの時に、他者や自己を傷
付けず、社会規範にも反しない「より適切な対処方法」に代替させていくよう指導
する。

（３）「怒りのコントロール」は、他者との関係性をつくる基本的なスキルとして重要
なものである。自分の思いをうまく伝えられない生徒がいれば、「アサーショント
レーニング（注１）」（自己主張訓練）につなげていく。また、学業や友人関係等に
ストレスを抱えたり、既にストレス反応や症状を示したりしている生徒には、「ス
トレスマネジメント（注２）」に取り組ませる。

（注１）アサーショントレーニング……適切な自己主張と攻撃的であったり不十分であったりする自己

主張との違いを明らかにした上で、自分の意見や気持ちをその場にふさわしく表現できるようにす

るトレーニング。

（注２）ストレスマネジメント……心身の健康を保ち、人の本来の能力を十分に発揮できる条件を維持

してよりよい人生を送るために、ストレスについての知識の獲得と数多くの対処法の習得とを通し

て、ストレスを自分自身でうまく管理し、ストレス反応を低減させるトレーニング。

５ 展開
学習活動・内容 教師のことばと支援 評 価 規 準

１ 本時の学習内容を聞 ○ 本時の学習内容を知らせる。
く。 「私たちは誰でも、カッとな

ることがあります。そんな時
に感情のままに行動してしま
うと、かえって好ましくない

○ 自分が怒りの感情を持つ状況とその時の心や身体の状態を知り、怒りの感情をコ
ントロールする方法を考えることで、怒りの感情の「不適切な対処方法」を減少さ
せ、他者への暴力行為や虐待にまで進むことを未然に防止することを目指す。
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ワークシート１ 月 日

怒りのコントロール １

（ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ あなたはムカついて、キレそうになったとき、どんな感じになりますか？ あなた
の場合に当てはまるものの数字に、○を付けてください。

① からだが熱くなる

② 手のひらが汗ばむ

③ じっとしていられなくなる

④ 口の中がかわく

⑤ 手が握りこぶしになる

⑥ からだ全体が緊張する

⑦ 心臓がすごく早く動く

⑧ 息が荒くなる

⑨ わけがわからなくなる

２ その他、キレそうなときにあなたはどうなりますか。三つ記入してください。

①

②

③

（Faupel,A.、 Herrick,E.＆ Sharp,P.／戸田有一／北大路書房 より）
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ワークシート２ 月 日

怒りのコントロール ２

（ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次のリストは、キレてしまいそうになるときに、気持ちを平静に保つのに使える方
法です。①～⑬から、あなたが平静を保つために使えると思うものを三つ選んで、数
字に○を付けてください。

① その場から静かに立ち去る。

② ゆっくり１０まで数える。

③ 「落ち着いて、落ち着いて」と声に出さないで言う。

④ 心の中で、ことわざ（たとえば「弱い犬はよくほえる」など）を言う。

⑤ どこか別のすてきな場所にいるつもりになる。

⑥ 自分のまわりに見えないバリアか壁があると想像する。

⑦ 亀になって甲羅にこもり、外で起こっていることを無視する。
こう ら

⑧ 軽い運動をする（走る、サッカーをする、バスケットボールをする、など）。

⑨ お気に入りの場所へ行く。

⑩ 一緒にいると安心する人のところに行く。

⑪ 音楽を聴く。

⑫ ゆっくりと深呼吸をする。

⑬ 固くなった筋肉をほぐす。

２ その他、あなたが自分で考えた方法や、すでに試した方法はありますか。

（Faupel,A.、 Herrick,E.＆ Sharp,P.／戸田有一／北大路書房 より）

３ 今日の活動で、どんなことを感じたり、思ったりしましたか。
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１ 児童虐待防止に係る指導上の視点（身に付けさせたい資質・能力：①－ｂ、④－ｅ）

２ 題材設定の理由
児童虐待については、県内でも児童相談所等に対する相談件数が増加しており、

深刻なケースも発生している。このため、児童虐待防止に向けて、近い将来社会人
となる高校生に児童虐待を自分自身の問題として受け止めさせ、果たすべき役割や
義務、責任について考えさせたい。
本時では、虐待を行った保護者の立場から書かれた新聞記事を読み、虐待が起こ

る状況や家族の心情を理解することによって、親として、また社会の一員として果
たすべき役割や義務、責任について考えさせるとともに、様々な支援・相談機関が
設けられていることを知らせたい。

３ 展開
学習活動・内容 教 師 の 支 援 評 価 規 準

１ 本時の学習内容を聞 ○ ４人程度のグループで着席
き、児童虐待について させておく。
知っていることを発表 ○ 本時の学習内容を知らせる。
する。 ○ 児童虐待について知ってい

ることを発表させる。（新聞
・テレビ等で見たり聞いたり
したことでもよい。）
・親が子どもに暴力を振るっ
たり、食事を与えなかった
りすること

・テレビ等を視聴したことが
ある 等

２ 資料１を読んで、内 ○ どのような行為が児童虐待
容を理解する。 に当たるのかを知らせる。

○ 虐待を受けたと思われる児
童を発見した者は通告する義
務があることを知らせる。

○ 児童相談所の役割について
知らせる。

３ 資料２（新聞記事） ○ 資料２（新聞記事）とワー
を読んで、虐待が起こ クシートを配付する。
る状況や家族の心情に ○ 記事を読んで気付いたこと ・児童虐待が起こる状況
ついて気付いたことを をワークシートに記入させ、 や家族の心情について
まとめ、グループで話 グループで話し合いをさせる。 理解している。
し合う。 ・「浩美」は子育てを一人で （ワークシート）

背負いすぎている。
・「浩美」は「祥」を焦って
育てている。（多くを求め
すぎている。）

○ 児童虐待が起こる状況や家族の心情について考えさせる。
○ 児童虐待を発見した場合の、適切な対処の仕方を含め、児童虐待防止に向けて果
たすべき役割や義務、責任について考えさせる。
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・経済的な不安を抱えている。
・「亜紀」も傷付いてるので
はないか。等

○ グループで話し合ったこと
を発表させ、全体で共有する。

４ 児童虐待を防止する ○ 「親」「周りの人」それぞ ・児童虐待防止に向けて
ために「親」「周りの れの立場で気を付けなければ 「親」「周りの人」そ
人」それぞれの立場で ならないことやできることに れぞれの立場で果たす
気を付けなければなら ついて、ワークシートに記入 べき役割や義務、責任
ないことやできること させ、グループで話し合いを について理解している。
について考え、グルー させる。 （ワークシート）
プで話し合う。 ○ 必要に応じて、「記事を参

考にして、『浩美』さんの虐
待が止まったのはなぜか」と
いう発問をして考えを深めさ
せるとよい。
「親」
・協力して子育てをする。
・周りの人や関係機関に相談
する。等

「周りの人」
・関係機関に通告する。
・地域の住人として保護者や
子どもへの声かけをする。

・友人として相談に乗る。等
○ グループで話し合ったこと
を発表させ、全体で共有する。

５ 振り返りとまとめを ○ 本時の学習から考えたこと
する。 や分かったこと、感じたこと

をワークシートに記入させる。
○ 本時のまとめをする。
・虐待は子どもの心も体も傷
付ける。

・家族や友人、地域等で協力
して子育てをする。

・虐待されたとき、虐待を発
見したときは、先生や身近
な大人に相談する。等

４ 留意事情
（１）児童虐待を受けたと思われる生徒がいる場合について

新聞記事の事例を検討し、別の資料に差し替える、授業後に面談を行うなど適切
な対応を行う。

（２）事前指導の留意点
授業やＳＨＲの時間に虐待のニュースを話題として取り上げ、大人から不当な扱

いを受けている子どもがいる事実を知らせておく。
（３）事前または事後の指導の留意点

指導に当たっては、家庭科の授業との関連を図ることも効果的である。また、高
校生と年齢の近い男性の虐待経験を取材した新聞記事を参考資料として示してい
る。事前指導の資料として配付し、本時の導入部で感想を発表させたり、事後指導
として配付し、虐待によって受けた心の傷の深さを読み取り感想を書かせたりする
ことにより、虐待防止のための意識を高めるのに用いるとよい。
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児童虐待防止のために ワークシート

１ 新聞記事を読んで

虐待が起こる状況や関係した人々の心情について気付いたこと

２ 虐待防止に向けて

A 親になったとき、気を付けなければならないことやできること

B 周りの人（友人や近所の住人等）として、気を付けなければならないこ

とやできること

３ 感想

この授業を受けて、考えたこと・分かったこと・感じたこと

年 組 番 名前
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